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佐賀県における酸性雨調査（第 12 報） 

 

石橋 博 
 

 

キーワード：酸性雨、湿性沈着、イオンクロマトグラフィー 

 

はじめに 

 

佐賀県では、昭和６１年度から酸性雨調査を

実施しており、全国環境研協議会の第５次酸性

雨全国調査にも参加している。       

今回、平成２０年度、２１年度の調査のとり

まとめをおこなったので報告する。 

 

調査地点の概要 

 

佐賀県佐賀市：県環境センター 

緯度：33°16′09″ 

経度：130°16′29″ 

標高：４ｍ 

海岸からの距離：11ｋｍ 

佐賀市は北部に脊振山系と、南部に有明海を

有する佐賀平野の中央部に位置し、人口約２４

万人の県庁所在地である。雨水の採取を行って

いる場所（佐賀県環境センター屋上）は、佐賀

県の主要幹線であり、県内を東西に走る国道３

４号線から北側に約１００ｍ、また、南へ延び

る国道２０８号線と立体交差している付近に位

置している。 

周辺は、住宅、田畑で、国道沿いは事業所、

飲食店等が並んでいる。 

 

調査方法 

 

雨水採取：降水時開閉型捕集補修装置 

（Wet-only サンプラー） 

捕集装置：平成 21 年 7 月に捕集装置の更新

を行った。 

更新前：小笠原計器製作所 US-400 

捕集面積：1,000（ｃｍ２） 

更新後：小笠原計器製作所 US330-D 

捕集面積：３14（ｃｍ２） 

捕集間隔：原則１週間ごとに採取 

採取中の試料冷却等：更新後の捕集器には 

冷却機能あり 

採取装置設置位置：センター屋上 

採取した試料は貯水量（雨水採取量）を計量

後、あらかじめ超純水で洗浄したメンブランフ

ィルターでろ過し、ろ液を測定試料とした。 

調査項目：ｐＨ、電気伝導率（ＥＣ）、 

ＳＯ４
２－、ＮＯ３

－、Ｃｌ－、 

ＮＨ４
＋、Ｃａ２＋、Ｍｇ２＋、Ｋ＋、 

Ｎａ＋  

ｐＨ：ｐＨ計（ガラス電極法） 

電気伝導率：電気伝導度計 

イオン成分：イオンクロマトグラフ 

（DIONE 製 ICS-1500） 

 なお、降水量は試料量と捕集面積から算出し

ている。ただし、オーバーフロー等により試料

量が把握できなかった場合は、佐賀地方気象台

の観測結果を代用している。 

 また、各調査にあたっては、「酸性雨調査法」、 

「湿性沈着モニタリング手引き書」を参考に実

施した。 

 測定値の信頼性については、イオンバランス、

電気伝導率バランスにより評価している。 
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Ⅱ 季節変化について 

（１）降水量、ｐH、EC ならびにイオン成分 

濃度の季節変動 

①降水量経月変化を図 1 に示す。 

降水量はおおむね夏季に多く、冬季に少な 

い傾向があった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ｐH の経月変化を図 2 に示す。 

ｐH は、年間を通じて 4.2～4.9 とｐH5 以 

下である。11 月～2 月の雨の少ない冬季に比 

較的低い傾向があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③電気伝導率の経月変化を図 3 に示す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電気伝導率は、雨量の少ない冬季に高く、 

雨量の多い夏季に低い傾向があった。 

特に平成 21 年度の 12 月は、図に示した

ように特異的に高い結果になっている。 

これは、当月の降水量が極端に少なかっ 

たためと考えられる。 

 

④Na＋、Cl－の成分濃度の相関を図４に示 

す。 

 ほとんどが海塩由来と考えられている 

Na＋について、Cl－との相関を見ると、両 

者には有意な相関が認められ、佐賀市にお 

いても Cl－は、海塩由来のものであると推 

測できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤イオン成分濃度の経年変化を図５に、 

示す。 

図５に示したイオン成分濃度について 

は、nss-SO４
２－、NO３

－、NH４
＋、Na＋、 

Cl－濃度は秋期以降冬期にかけて高い傾

向が認められた。 

nss-Ca２＋濃度は、夏期に低く黄砂が観 

測された場合に高濃度となる傾向が認

められた。平成 21 年度は、12 月に黄砂

が観測されたため、12 月の濃度が高くな

っている。 

図６に平成 19 年度～21 年度にかけて

の黄砂の月別観測割合を示した。図のよ 

図１ 降水量の経月変化 

図２ pH の経月変化 

図３ 電気伝導率の経月変化 

図４ Ｎａ＋とＣｌ－の成分濃度の相関 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うに、2 月から 5 月までの期間で、年間

の黄砂の 90％以上を観測しており、夏季 

には黄砂は観測されていない。 

この 2 年間の nss-Ca２＋濃度に関して

は、大きな黄砂が飛来した平成 21 年 12

月および平成 22 年 3 月の濃度が高かっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図６ H19～H21 黄砂の月別観測割合（％） 

図５ イオン成分濃度の経月年変



 

（２）イオン成分組成 

イオン成分組成のグラフを図７に示す。 

Cl－、ss-SO４
２－、Na＋、ss-Ca２＋等の海塩 

由来イオンは、陰イオンでおおむね 40％前後、

陽イオンでおおむね 25％前後の組成であり、 

佐賀市では陰イオン、陽イオン成分いずれも 

非海塩性由来のイオン成分の占める割合が 

多かった。 

がわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 沈着量 

（１）イオン成分の年間沈着量 

佐賀県における平成 20 年度、21 年度の降

水量ならびにイオン成分の年間沈着量を表 

３に、全国環境研協議会の第 4 次調査による

全国平均値を表４に示す。 

 表３に示すとおり、佐賀県における降水量、

とイオン成分沈着量は、平成 20 年度と平成

21 年度では大きな違いはなかった。 

  平成 20年度のイオン成分沈着量について、 

全国平均と比較すると、Cl－、Na＋、Mg２+沈 

着量は全国平均値を下回る結果であった。 

佐賀市では、海洋性イオン成分である Cl－、 

Na＋の沈着量が、全国平均を大きく下回って 

いるが、これは「九州・沖縄地方酸性雨共同 

調査」の九州中・北部にみられる傾向と一致 

していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

図７ イオン成分の組成 



 

 

まとめ 

 

平成 20 年度、21 年度の酸性雨調査のとりま 

とめをおこなった。 

２年間という期間ではあるが、 

（１）ｐH は両年度とも 4.66 で、過去の値と

も大きな変動は認められなかった。 

（２）イオン成分濃度は、平成 21 年度 12 月の 

濃度が特異的に高いことが確認できた。 

このことについては、平成 21 年度 12 月 

に黄砂が観測されており、黄砂の飛来が理 

由の一つと考えられる。 

今回 Cl－について、海塩由来のイオンと

言われている Na＋との相関分析を行った

結果、有意な相関が認められ、佐賀市にお

ける Cl－は海塩由来のものであることが推

測できた。 

 酸性雨を含めて、環境に関する調査は、 

長い年月をかけてデータを集積し、これを 

解析する作業が重要であり、今後も調査を 

継続したい。 
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